
っ
た
。

次
に
四
紙
の
書
状
に
つ
い
て
承
る
と
、
先
と
同
様
に
四
通
を
あ

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
う
ち
一
通
に
墨
引
、
二
通
に
墨
引
・

上
書
の
断
片
が
貼
合
さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
本
来
は

第
一
紙
端
裏
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
問
注
得

意
紗
」
の
第
四
紙
は
、
字
面
を
中
に
し
て
折
り
た
た
ま
れ
、
こ
の

時
に
は
一
番
内
側
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
上
か
ら
四
紙

の
書
状
は
、
第
一
紙
を
一
番
外
側
に
、
第
四
紙
を
一
番
内
側
に
し

て
、
い
ず
れ
も
字
面
が
中
に
な
る
よ
う
に
重
ね
ら
れ
て
折
り
た
た

ま
れ
、
墨
引
・
上
書
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

ま
た
、
五
紙
或
は
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
書
状
に
お
い
て
本
紙
に
封

が
加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
を
検
討
す
る
と
、
四
紙
と
同
様
に
第
一

紙
端
裏
に
墨
引
或
は
墨
引
・
上
書
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。
事

例
は
少
い
が
、
こ
れ
ら
の
書
状
も
四
紙
の
書
状
と
同
様
に
封
が
加

え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
聖
人
の
長
文
の
書
状
に
お

け
る
封
の
加
え
方
、
或
は
料
紙
の
折
り
方
の
一
つ
の
特
徴
を
示
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
主
に
二
紙
及
び
四
紙
の
書
状
の
折
り
た
た
ゑ
方
等
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
た
。
こ
こ
で
取
上
げ
た
事
例
は
、
本
紙
に
封
が

加
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
聖
人
の
書
状
に
は

懸
紙
を
伴
な
う
場
合
や
、
料
紙
の
表
裏
両
面
に
本
文
を
記
し
て
い

近
年
、
霊
山
往
詣
は
、
日
蓮
聖
人
の
成
仏
論
や
、
宗
教
的
安
心

の
問
題
と
の
関
連
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
特

に
、
聖
人
が
自
身
の
霊
山
往
詣
の
願
望
や
確
信
を
述
べ
て
お
ら
れ

る
佐
渡
期
の
遺
文
に
ゑ
ら
れ
る
説
示
と
、
前
後
の
文
脈
の
関
連
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
ゑ
た
い
。

文
永
九
年
の
『
開
目
抄
』
、
『
富
木
殿
御
返
事
』
、
お
よ
び
龍

口
法
難
の
体
験
を
述
懐
さ
れ
た
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
に
は
「
霊

ス

ヲ

山
に
ま
い
り
て
」
（
六
○
五
頁
）
、
「
期
二
霊
山
浄
土
こ
（
六
二

チ
レ

○
頁
）
、
「
日
蓮
今
夜
頚
切
て
霊
山
浄
土
へ
ま
い
り
て
」
（
九
六

企
、

六
頁
）
等
、
霊
山
往
詣
の
願
望
、
確
信
と
共
に
、
「
生
死
を
離
時

ル

は
必
此
重
罪
を
け
し
は
て
入
出
離
す
べ
し
（
略
）
大
難
の
来
は
、

る
事
例
も
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
後
者
の
場
合
は
聖
人
以
外
に
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
検
討
は
後
日
の
課
題
と
し

た
い
。

日
蓮
聖
人
の
霊
山
往
詣
論
に

つ
い
て
の
一
考
察

都
守
基
一
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キ

過
去
の
重
罪
の
今
生
の
護
法
に
招
出
せ
る
な
る
べ
し
」
（
六
○
二

テ
ニ
ヲ
プ
ト
ニ
キ

～
三
頁
）
、
「
値
二
大
賊
一
大
毒
易
二
宝
珠
一
可
レ
思
歎
」
（
六
一
九

頁
）
、
「
無
量
劫
よ
り
こ
の
か
た
、
を
や
こ
（
親
子
）
の
た
め
、

所
領
の
た
め
に
、
命
す
て
た
る
事
は
大
地
微
塵
よ
り
も
を
ほ
し
・ヲ

法
華
経
の
ゆ
へ
に
は
い
ま
だ
一
度
も
す
て
ず
（
略
）
今
夜
頸
切
れ

上

へ
ま
か
る
な
り
。
こ
の
数
年
が
間
願
つ
る
事
こ
れ
な
り
」
（
九
六

一
～
六
頁
）
等
と
、
過
去
無
量
劫
よ
り
釈
尊
に
背
い
て
繰
り
返
し

て
来
た
生
死
に
対
す
る
深
い
反
省
と
、
か
か
る
宿
罪
の
自
覚
に
基

づ
く
殉
難
、
滅
罪
の
願
望
、
確
信
が
同
時
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

聖
人
の
こ
の
よ
う
な
捨
身
滅
罪
の
志
向
は
、
伊
豆
、
龍
口
、
佐
渡

と
法
難
を
経
る
中
で
明
確
に
表
わ
れ
て
来
て
い
る
（
四
五
九
・
五

○
三
・
五
○
七
頁
）
。
し
た
が
っ
て
佐
渡
に
至
っ
て
始
め
て
明
確

な
他
界
表
象
の
浄
土
と
し
て
示
さ
れ
た
霊
山
は
、
単
に
現
在
の
苦

難
の
代
傲
と
し
て
願
楽
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
過
去
の
諦
法
を

今
生
の
受
難
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
後
に
得
ら
れ
る
来
世
成
仏
の
具

体
的
な
在
り
方
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

さ
て
、
『
観
心
本
尊
抄
』
述
作
後
、
文
永
十
年
に
書
か
れ
た

テ

ニ
シ
タ
テ
マ
ツ
ヲ
ン
ノ

『
観
心
本
尊
妙
副
状
』
に
は
「
詣
二
霊
山
浄
土
一
拝
見
二
三
仏
顔

ヲ
貌
一
」
と
み
え
、
『
如
説
修
行
紗
』
に
は
「
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の

諸
仏
、
霊
山
会
上
に
し
て
御
契
約
な
れ
ば
」
（
七
三
七
頁
）
と
あ

り
、
聖
人
の
想
定
さ
れ
た
霊
山
浄
土
が
、
三
仏
の
列
坐
さ
れ
る
法

華
経
虚
空
会
の
会
坐
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
こ
の
二
書

リ
テ
ヲ

に
は
、
宿
罪
等
に
関
す
る
反
省
は
み
ら
れ
ず
、
「
日
蓮
蒙
一
仏
敏
一

此
土
に
生
け
る
」
（
七
三
三
頁
）
等
と
仏
使
と
し
て
の
使
命
感
が

強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
人
に
と
っ
て
の
霊
山
浄
土
は
、

如
来
の
勅
命
に
よ
る
弘
教
を
終
え
た
後
に
帰
り
行
く
べ
き
本
処
と

し
て
の
宗
教
的
意
義
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

聖
人
が
佐
渡
配
流
の
途
上
で
書
か
れ
た
『
寺
泊
御
書
』
に
は
、

ノ
ノ
ハ
ム
ラ

ノ
二

「
宝
塔
品
三
箇
勅
宣
令
レ
被
二
霊
山
虚
空
大
衆
一
（
略
）
日
蓮
八
十

ノ
ノ
ノ

ト
ス
ヲ

万
億
那
由
他
諸
菩
薩
為
二
代
官
一
申
し
之
」
（
五
一
五
頁
）
と
み
え
、

ノ

ノ
ノ
ー
シ

『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
、
「
其
本
尊
為
し
体
本
師
娑
婆
上
宝
塔
居
レ

壷
一

キ

ノ

シ
テ
ニ
ス

空
」
（
七
一
二
頁
）
、
「
如
し
是
高
貴
大
菩
薩
約
二
足
三
仏
一
受
二
持

ワ

ノ
ニ
キ
ル
テ

之
一
。
末
法
初
可
レ
不
し
出
歎
」
（
七
一
九
頁
）
と
み
え
る
よ
う
に
、

値
難
体
験
を
通
し
て
の
、
自
ら
仏
勅
を
奉
じ
て
仏
の
未
来
記
を
体

現
し
、
末
法
の
衆
生
を
救
済
せ
ん
と
す
る
「
師
」
と
し
て
の
自
覚

の
高
ま
り
と
共
に
、
法
華
経
末
法
弘
通
の
勧
募
・
付
属
の
儀
式
の

展
開
さ
れ
た
霊
山
虚
空
会
の
儀
相
は
、
聖
人
の
念
頭
に
い
よ
い
よ

鮮
明
に
描
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
捨
身
滅
罪
の
決
意
や
、
現
実
的
な
生
命
の
危
機
感

と
伴
な
い
、
聖
人
は
自
身
命
終
の
後
、
時
空
を
越
え
て
厳
然
と
実

在
す
る
法
華
経
常
住
説
法
の
会
坐
に
自
然
に
抱
摂
さ
れ
（
六
○
四

頁
）
、
親
し
く
教
主
釈
尊
の
尊
貌
を
拝
し
得
る
こ
と
を
確
信
さ
れ
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物
や
心
に
対
す
る
九
つ
の
視
点
、
相
・
性
な
ど
の
九
如
是
と
、

た
ぱ

本
末
・
究
寛
・
等
と
い
う
暗
号
象
た
い
な
単
語
を
束
ね
た
一
如
是

と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
十
如
是
舟
四
字
は
、
偶
で
も
呪
で
も
な

く
、
又
、
地
文
と
も
見
え
な
い
。
法
華
信
者
は
朝
夕
の
読
経
で
こ

こ
だ
け
特
に
三
回
読
む
か
ら
、
そ
の
存
在
を
知
ら
ぬ
者
は
い
な

い
。
と
こ
ろ
が
殆
ど
の
人
が
そ
の
意
味
が
判
ら
ず
、
私
も
そ
の
一

人
だ
が
、
尤
も
ら
し
い
解
釈
を
種
々
見
聞
す
る
が
要
領
を
得
な

い
。
「
謎
の
舟
四
字
」
と
云
っ
た
方
が
一
番
判
り
易
い
く
ら
い
で

あ
る
。

て
ゆ
か
れ
（
七
二
一
・
七
四
二
頁
）
、
こ
れ
を
師
弟
共
々
の
後
生

の
安
心
と
し
て
、
い
よ
い
よ
現
世
に
お
け
る
忍
難
弘
教
・
浄
仏
国

土
の
実
践
に
密
励
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

引
用
遺
文
は
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
よ
り
、
（
）
内
は
そ

の
頁
数
を
示
す
。

教
相
事
実

ｌ
「
十
如
是
考
」
に
関
す
る
こ
と
な
ど
Ｉ

世
羅
治
夫

、
、
、
、

あ
る
日
、
大
智
度
論
に
諸
法
実
相
の
解
説
と
し
て
九
事
三
如
が

語
ら
れ
て
あ
る
の
を
見
て
ド
キ
ッ
と
し
た
。
一
年
許
り
前
の
こ
とＯ

で
あ
る
。
九
事
と
九
如
是
が
似
て
い
る
こ
と
よ
り
も
、
九
事
に
前

０
Ｏ
よ
し
。
◎
○

中
後
な
き
由
と
、
下
中
上
の
三
如
が
な
ん
と
な
く
本
末
究
寛
等
に

似
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
闇
で
何
か
が
ピ
ヵ
リ
と
し
た
感
じ
が
し

た
。
そ
の
時
は
、
そ
の
頁
へ
若
干
の
メ
モ
を
し
た
だ
け
だ
っ
た

は
づ

が
、
こ
の
七
月
、
ど
う
し
た
弾
み
か
、
九
事
三
如
と
十
如
是
と
の

共
通
点
を
考
え
た
く
な
り
、
ま
と
め
た
ら
「
十
如
是
考
」
に
な
っ

た
。

、
、

十
如
是
を
十
如
と
称
す
る
こ
と
自
体
理
解
し
難
い
の
だ
が
、
そ

、
、

れ
を
し
も
実
相
と
呼
び
馴
ら
し
て
あ
る
こ
と
は
、
ど
う
考
え
て
も

、
、

経
の
文
豚
に
乗
ら
な
い
の
で
卒
直
に
メ
モ
し
、
直
仰
へ
印
刷
し
た

が
、
半
信
半
疑
の
も
の
を
読
者
全
員
へ
配
る
わ
け
に
ゆ
か
ず
、
一

部
の
人
へ
だ
け
届
け
て
批
判
を
請
う
た
。

、
、
、
、

、
、

そ
れ
ま
で
は
止
観
と
玄
義
し
か
見
て
い
な
い
の
で
、
「
文
句
は

き
っ
と
十
如
実
相
を
否
定
し
て
る
だ
ろ
う
ｌ
」
と
期
待
し
た

が
、
八
月
、
日
本
か
ら
届
け
ら
れ
た
文
句
の
コ
ピ
ィ
は
十
如
実
相

、
、
、
、
、
、
、
、

の
筋
を
弁
証
し
て
い
た
。
或
は
、
天
台
の
遺
弟
の
意
楽
か
も
し
れ

ぬ
と
思
い
、
続
い
て
「
根
性
の
融
・
不
融
」
「
十
如
是
は
実
相
か

、
、
、

諸
法
か
」
「
円
頓
章
と
十
如
是
」
な
ど
を
ま
と
め
た
が
、
十
如
是

、
、
℃
、
、
、

諸
法
と
の
信
念
は
半
信
半
疑
か
ら
一
挙
に
九
信
一
疑
く
ら
い
に
高
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